	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成２８年３月１０日（木）午前１０時００分

	閉会日
	平成２８年３月１０日（木）午後１時５８分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委員長　　佐野尚人
副委員長　　山田かずひこ
委員　　伊藤祐司　　加藤和男　　川合保生
吉田ひでき

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　吉田一平　
行政経営部長　　　水野　悟　  

経営管理課長　　　高木昭信　　課長補佐　　　　森　延光
行政経営部次長兼人事課長　三浦 肇

課長補佐　　　　　高崎祥一郎　人事係長 　　　 安部信一
情報課長　　　　　浦川　正　　課長補佐　　　　柴田浩善
総務部長　　　　　布川一重　　
総務部次長兼財政課長　中西直起

課長補佐　　　　　嵯峨　剛　　主事　　　　　金子真由美
行政課長　　　　　飯島　淳　　課長補佐　　　　粕谷庸介
庶務係長　　　　　水草　純
税務課長　　　　　山口浩二
環境課長　　　　　福岡隆也　　課長補佐　　　　林　元美

環境係長　　　　　児玉　剛

産業課長　　　　　福岡智浩

生涯学習課長　　　横地賢一
福祉部次長兼福祉課長　清水　修　

課長補佐　　　　　近藤かおり
子育て支援課長　　山端剛史　　課長補佐　　　　門前　健
都市計画課長　　　水野　泰

みどりの推進室長　磯村和慶　　緑化推進係長　　水野広道
区画整理課長　　　加藤英之　　　

消防長　　　　　　寺島一裕

消防次長兼消防本部総務課長  吉田弘美
課長補佐　　　　　久保田直也　課長補佐　　　　加藤　勲
教育総務課長　　　角谷俊卓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　３５人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　　木村さゆり

議会事務局長　　　野田和裕　　 主任　　　　　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言


議案第１０号

財政課長　　　議案第１０号　平成２７年度長久手市一般会計補正予算（第５号）について説明

吉田委員　　　特別支援教育就学奨励費補助金増額の説明をお願いしたい。
教育総務課長　当初は３６人を想定していたが、最終的に３９人になったため補助金の額が５２万４,０００円から６６万円に増額となった。

吉田委員　　　市内在住の障がい児のうち、市外へ通学している児童は何人いるか。

教育総務課長　瀬戸市などへ１６人通学している。

伊藤委員　　　繰越明許費の中で、「市役所等公共施設整備基本計画策定事業」「福祉の家南側緑地帯再整備事業」「古戦場駅前通り線街路新設改良事業」「長久手中央土地区画整理助成金」「下山土地区画整理助成金」「古戦場再整備基本計画策定事業」「スポーツ施設整備基本構想策定事業」を繰越明許としなくてはならない理由は何か。

財政課長　　　「市役所等公共施設整備基本計画策定事業」は、平成２６年度に策定した基本構想で明らかにできなかった「庁舎周辺の土地利用計画」、「市役所庁舎の機能」、「資金計画」等の課題について十分な検討ができていないことや市民の意見を十分に把握できていないことから、年度内での事業完了が困難となった。平成２８年１２月までに当該課題を整理し、基本構想を含む形でいくつかの選択肢を提案できる見込みである。
課長補佐　　　「福祉の家南側緑地帯再整備事業」については、市民による芝はりを検討しており、もう少し気候が穏やかな時期になる平成２８年５月ごろに芝はりを実施する予定である。より効果的に整備を行えるよう、当該芝はりに合わせる形で工事を実施するため繰越明許とした。なお、平成２７年度に進めている福祉の家及び田園バレー交流施設再整備構想の内容と当該緑地帯再整備事業の工事内容との整合性を図るため、調整に時間を要してしまった。
都市計画課長　「古戦場駅前通り線街路新設改良事業」は、長久手中央土地区画整理事業の進捗に合わせて工事を実施する必要があるが、区画整理区域外のところも工事を行う必要があり、区画整理組合と調整を行ったものの、工事が平成２８年度にずれ込むことが判明したためである。

生涯学習課長　「古戦場再整備基本計画策定事業」は、より多く市民の意見を聞くために当初の予定よりもワークショップの回数を増やすこととしたため、日程の再調整を行ったところ年度内の事業完了が困難となり、策定予定が平成２８年９月にずれ込むこととなった。
「スポーツ施設整備基本構想策定事業」は、策定方法やスケジュールを見直したところ、関係部署との事業調整協議や市民の意見を聞くアンケートを新たに実施することとなり、年度内の事業完了が困難となった。

区画整理課長　「長久手中央土地区画整理助成金」については、当該助成金を活用して区画整理組合が実施するグリーンロード南側の計画道路の築造に関して、地権者との支障となる工作物等の移転交渉に時間を要したため年度内での事業完了が困難となったことや、グリーンロード北側の緑道整備に関して、イオンの工事との兼ね合いで双方手戻りがないよう工程の見直しを行ったところ、年度内での工事完了が困難となったため繰越明許とした。なお、いずれの工事も平成２８年８月中には工事が完了する見込み。

「下山土地区画整理助成金」については、当該助成金を活用して区画整理組合が実施する工事に関し、地区外で行われる民間事業者の修繕工事との工程調整により、予定していた工事進入路が一定期間使用できない等で年度内での工事完了が困難となった。なお、平成２８年５月までには工事が完了する見込みである。
伊藤委員　　　「市役所等公共施設整備基本計画策定事業」は課題が多いようだが、平成２８年１２月までに策定は可能なのか。課題が多いようなら一旦白紙に戻して、新たに予算を組んだ方が良いのではないか。
財政課長　　　期間内に課題整理できるよう努力していく。
伊藤委員　　　「古戦場再整備基本計画策定事業」及び「スポーツ施設整備基本構想策定事業」に関して、市民の意見を聞くことはよいが、時間がかかりすぎではないか。平成２７年度はどのような内容を行っていたのか。
生涯学習課長　「古戦場再整備基本計画策定事業」に関しては、市民ワークショップ４回、利用者アンケートを実施した。市民ワークショップで大人の声はお聞きできたが、子どもたちの声を聞くことができなかったので、春休みの期間を利用して小中学生にもアンケートに協力してもらう予定である。また、追加の市民ワークショップのほか、パブリックコメントも予定している。
「スポーツ施設整備基本構想策定事業」に関しては、庁内プロジェクトチームが平成２７年１２月に発足した。今後、関係課との調整や利用者アンケートに半年ほどの期間が必要となった。
伊藤委員　　　ワークショップの実施時期が遅かったのではないか。
生涯学習課長　本来は年度当初に行うべき委託業者との契約が１０月となってしまい、その結果ワークショップの実施が遅れたことについては申し訳ない。今後は遅れるようなことがないようにしたい。
加藤委員　　　母子家庭自立支援給付費の「高等職業訓練促進給付金」、「保育士業務嘱託員報酬」、「民間保育所運営費補助金」が減額補正された理由は何か。
子育て支援課長
　　　　　　　「高等職業訓練促進給付金」は、当初２人の利用を想定していたが、実際の利用者が１人であったためである。「保育士業務嘱託員報酬」は、当初嘱託員数を５３人と予定していたが、臨時職員で対応を行った業務があり、実際の嘱託員数が４７人となったためである。「民間保育所運営費補助金」は、県の支給要件に該当する園がなかったことによる減額が１,２００万円、子ども子育て支援新制度に関して国の交付額が大幅に減額となった影響が３,１００万円、補助実績に関する減額が　　　２,２００万円、以上の合計額である。
加藤委員　　　都市緑化基金積立金の使用用途は何か。長湫南部土地区画整理組合からの寄附もあるようだが、市全体に関する事業に活用するのか、それとも長湫南部地域限定で活用するのか。
都市計画課長　基金の収益を運用している事業であり、市全体の緑道の維持管理等を行っている。
吉田委員　　　今回の補正予算が計上されている分のバリアフリー改修工事が完了した後で、残りの学校のうちバリアフリー対応がされていない学校はあるか。また、それらの学校のバリアフリー対応は、今後どうするのか。
教育総務課長　西小学校と南小学校である。この２校に関しては、大規模改修に合わせてバリアフリー対応する予定である。

吉田委員　　　障がいの有無にかかわらず、普通教室で一緒に授業を受けることができる体制をどのようなスピード感で整えているか。

教育総務課長　文部科学省からそのような通達は届いており、保護者との面談の結果、普通教室で授業を受けている児童生徒もいるが、現在は将来の自立に向けて特別学級に入っているため、少しずつ進めている程度である。
吉田委員　　　バリアフリー未対応の西小学校と南小学校に障がいのある児童が転校してきた場合は、どのように対応するのか。
教育総務課長　まずは配膳室のエレベーターで対応し、その後、時期にもよるが補正予算や次年度の当初予算でエレベーターを設置する考えである。
川合委員　　　臨時福祉給付金給付事業費の減額の理由は何か。
福祉課長　　　余裕をもって４,８００人分の予算計上を行ったが、支給対象となったのが３,５３４人であったため、差額を減額補正とした。

川合委員　　　給付の漏れはないか。

福祉課長　　　申請書の送付先は住民税非課税の者であるが、課税者の扶養に入っている場合は給付対象とならないため、市でも正確な支給対象者は把握できない。

川合委員　　　給付を受けるのは市民の権利である。きちんとフォローしているか。

福祉課長　　　申請書の送付の際には、対象となる可能性がある方全員に通知を行い、併せて広報での周知、申請漏れがないかの呼びかけや民生委員による給付手続き支援等を行った。受給できるものはできるだけ受け取ってもらえるよう、広報に努める。
川合委員　　　年金生活者等支援臨時福祉給付事業についても、同様に広報に力を入れるか。
福祉課長　　　広報への掲載はもちろんのこと、幅広に周知していきたい。

加藤委員　　　住宅耐震事業の状況はどのようか。

都市計画課長　国の社会資本整備交付金が終了したため、当該補助金の受付を９月に終了したことによる減額である。なお実績としては、「木造住宅耐震診断」１０棟、「木造住宅耐震改修費補助金」２棟、その他の補助は０件であった。
加藤委員　　　消防団員退職報奨金が減額された理由は何か。
消防総務課長　当初２２人の退職を想定していたが、実際の退職者が１０人であったため減額となった。

委員長　　　　都市緑化基金による緑化整備事業の優先度は従来と変わらないか。

都市計画課長　従来と変わらない。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第１０号　平成２７年度長久手市一般会計補正予算（第５号）について説明は、全員が賛成。

議案第１０号は、原案のとおり可決

議案第３号

財政課長　　　議案第３号　平成２８年度長久手市土地取得特別会計予算について説明

質疑及び意見は特になく終了
討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第３号　平成２８年度長久手市土地取得特別会計予算については、全員が賛成。

議案第３号は、原案のとおり可決

委員長　　　　この際、暫時休憩とする。

＜午前１１時０５分休憩＞
＜午前１１時１５分再開＞
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

議案第２３号

行政課長　　　議案第２３号　長久手市行政不服審査会設置条例の制定について説明

質疑及び意見は特になく終了

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第２３号　長久手市行政不服審査会設置条例の制定については、全員が賛成。

議案第２３号は、原案のとおり可決
議案第２４号

行政課長　　　議案第２４号　長久手市行政不服審査法関係手数料条例の制定について説明

質疑及び意見は特になく終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第２４号　長久手市行政不服審査法関係手数料条例の制定については、全員が賛成。

議案第２４号は、原案のとおり可決

議案第２５号

行政課長　　　議案第２５号　行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について説明

質疑及び意見は特になく終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第２５号　行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定については、全員が賛成。

議案第２５号は、原案のとおり可決

議案第２６号

行政課長　　　議案第２６号　長久手市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について説明
質疑及び意見は特になく終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第２６号　長久手市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第２６号は、原案のとおり可決

議案第２７号

行政課長　　　議案第２７号　長久手市情報公開条例及び長久手市個人情報保護条例の一部を改正する条例について説明

質疑及び意見は特になく終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第２７号　長久手市情報公開条例及び長久手市個人情報保護条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第２７号は、原案のとおり可決
議案第３３号

消防総務課長　議案第３３号　長久手市火災予防条例の一部を改正する条例について説明

質疑及び意見は特になく終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第３３号　長久手市火災予防条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第３３号は、原案のとおり可決
議案第３７号

消防総務課長　議案第３７号　長久手市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について説明

加藤委員　　　補償対象が消防団員等となっているが、消防団員以外で対象となるのはどのような方か。
消防総務課長　消火活動や救急活動に協力してくれた市民がけがなどをした場合に補償の対象となる。

委員長　　　　現状で補償を受けている方はいるか。

消防総務課長　今まで、年金の受給者はいない。

質疑及び意見を終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第３７号　長久手市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第３７号は、原案のとおり可決
議案第１８号

経営管理課長　議案第１８号　長久手市部設置条例の一部を改正する条例について説明

吉田委員　　　行政経営部は設置して何年になるか。
経営管理課長　平成２５年７月の組織改編の際に設置した。
吉田委員　　　約２年で廃止とする理由は何か。

経営管理課長　行政経営部は、行政運営に関して経営感覚を持って円滑かつ効率的に遂行すべく、行政経営の管理、人事、広報・情報の機能を集約し設置した。行政経営部の名称はなくなるが、市長公室と統合し機能が引き継がれるため、その理念は変わらない。

吉田委員　　　部長のポストが減ることはしょうがないことなのか。

経営管理課長　これまでも様々な部を統合してきた。例えば市民生活に直結する部署を統合し、横の連携がとれるように「くらし文化部」として設置した経緯がある。

吉田委員　　　福祉施策室が福祉施策課となるが、業務に違いはあるのか。

経営管理課長　位置づけは変わらない。これまでも課の業務を室として行ってきた。また、地域包括ケアシステムの構築に関する業務を福祉施策課で所管することにより、横の連携を取りながらの事業実施を目指している。

山田かずひこ委員

　　　　　　　市の組織が変わると市民にとっては分かりにくくなるが、そういったことは考慮しているのか。また、政策秘書課の政策係に権限を与えるとの説明であったが、若い職員は政策係に配属されるのか。
経営管理課長　広報４月号で組織改編について周知する。また、できるだけ大きな変動がないよう配慮している。政策係には、所管する任務を遂行できる職員が配置されると考えている。
伊藤委員　　　総務部の分掌事務に「他の部の所管に属しないこと」とあるが、担当課はどこになるのか。一般質問の際、空き家対策の担当課はないと答弁していなかったか。
行政経営部長　「他の部の所管に属しない」分掌事務については、行政課の庶務係が担当する。空き家対策については、現状でそれぞれの課題に対して関係課が対応しており、それらをとりまとめる課がないということであったが、この３月中に担当課を決定する予定である。
川合委員　　　産業課の産業振興係と田園バレー係が、新体制ではたつせがある課の商工観光係とみどりの推進課の農政係に分かれているが、本市の農業施策は緑化施策との理解でよいか。

経営管理課長　里山の保全だけでなく、農地も含めた里山連携ができるよう組織体制を整えたのであり、農業施策を軽んじているわけではない。

川合委員　　　農業で生計をたてることは困難であるが、国も農業施策を重視しているにもかかわらず、里山保全と農業を関連づける意図が不明である。長久手の産業として商工業、観光業と農業は一体として考えるべきであると考えるが、所管課を分割した理由は何か。

行政経営部長　緑化については、農地も含めて「みどり」という大きな枠組みでとらえ、現状の室を課に昇格した。また、観光については観光交流協会が設立されたこともあり、たつせがある課に担当させることとなった。

委員長　　　　かつて、平成こども塾は学校連携や生涯学習を軸として事業実施するとのことであったが、今回の組織改編でみどりの推進課の部署となるのはなぜか。従来との整合性はどうとるのか。
経営管理課長　みどりの推進課では里山連携を行っていくので、平成こども塾の設立の趣旨が変わるものではなく、引き続き学校連携や社会教育の要素を持ちながら市長部局の補助執行という形は変わらない。

委員長　　　　活動に関する情報発信の可能性は、どのように担保するのか。

経営管理課長　本議案可決後、通常の引継作業に加えて、経営管理課、都市計画課、平成こども塾、生涯学習課、教育委員会といった関係課で別途調整を行う。
委員長　　　　部長の数が減ると、その分部長への負担が増えるのではないか。また、なぜ政策秘書課政策係に強い権限を与えるのか。
行政経営部長　部長への負担増については、人事異動等で対応可能と考えている。また、政策係は様々な業務に横断的に対応できる事務分掌としている。
質疑及び意見を終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第１８号　長久手市部設置条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第１８号は、原案のとおり可決

委員長　　　　この際、暫時休憩とする。

＜午後０時２０分休憩＞
＜午後１時２５分再開＞
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開する。

議案第１９号

人事課長　　　議案第１９号　長久手市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について説明

伊藤委員　　　行政職給料表等級別標準職務表では等級が８つに分かれており、係長と専門員、課長と主幹の等級が同じとなっているが、責任の度合い等を考慮すると、等級を追加して区分を分けることは検討しなかったか。
人事課長　　　課長と主幹については管理職手当が異なる。また、係長と専門員については組合との交渉の結果、このような区分となっており今のところすぐに変更する予定はない。
伊藤委員　　　近隣市の状況はどのようか。
人事課長　　　中部水道企業団は９級制であるが、実質的には８級以下で運用しているため、本市の８級以下と状況は同じと考えていただければよい。
吉田委員　　　このところ職員のミスが目立つ。人事評価は機能しているか。
人事課長　　　平成２８年度から地方公務員法が改正され本格導入となるので、平成２８年度の評価を平成２９年度の昇給や手当に反映させる予定である。ただし、過去に導入した自治体では職員の連携が疎かになった例もあるようなので、そういう弊害がないよう慎重に進めていきたい。
吉田委員　　　これまでの施行はどのように活かされているのか。
人事課長　　　昇任、昇格の際に参考としている。

吉田委員　　　これまで何年間試行を行ってきたか。
人事課長　　　平成２０年度から試行している。
質疑及び意見を終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし
議案第１９号　長久手市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第１９号は、原案のとおり可決
議案第２０号

人事課長　　　議案第２０号　長久手市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について説明

質疑及び意見は特になく終了
討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第２０号　長久手市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第２０号は、原案のとおり可決
議案第２１号

人事課長　　　議案第２１号　長久手市職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例について説明

質疑及び意見は特になく終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第２１号　長久手市職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第２１号は、原案のとおり可決
議案第２２号

人事課長　　　議案第２２号　長久手市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について説明

吉田委員　　　今後の影響として、改善されることはないか。
人事課長　　　人事評価の状況がホームページで公表される。

質疑及び意見を終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第２２号　長久手市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第２２号は、原案のとおり可決
議案第３６号

人事課長　　　議案第３６号　議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について説明

質疑及び意見を終了　

討論

反対討論　なし

賛成討論　なし

議案第３６号　議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第３６号は、原案のとおり可決

委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査することを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認

　　　　　　

委員長　　　　閉会宣言

　午後１時５８分　終了

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２８年３月１０日

総務委員会委員長　　佐野尚人
PAGE  \* MERGEFORMAT 
5

